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 解説
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２ [2018 神戸大]

 解説
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３ [2018 大阪大]

 解説

���　�Q 
�� �試合目に�$�が勝つ確率を，次の���つの場合に分けて考える。

　>�@　Q�試合目に�$�が勝つとき

　　このときの確率は　　 QSD

　>�@　Q�試合目に�%�が勝つとき

　　このときの確率は　　T�� 
� QD

　>�@，>�@�から　　 �Q �D  QSD �T�� 
� QD

　すなわち　　　� �Q �D  �S 
�T QD �T　……�①

　ここで，��S��，��T���であるから　　��S�T!�
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���　次のように場合分けをして考える。

　>�@　%�が���～��Q 
�� �回目のうちに���回勝ち，Q�回目に勝つとき

　　��～��Q 
�� �回目のうち，%�の勝ち方は　　 ��Q �& �通り
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　>�@　%�が���～��Q 
�� �回目のうちに連続せずに���回勝つとき

　　Q���のときを考える。

　　��～��Q 
�� �回目のうち，%�の勝ち方は　　 ��Q �& �通り

　　このうち，%�が連続して���回勝つのは　　� ��Q �& �通り

　　よって，このときの確率は
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　　ここで，Q ��のとき，%�が連勝せず���試合に勝つことはない。



　　②�に�Q ��を代入すると���であるから，②�は�Q ��のときにも成り立つ。
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４ [1999 京都大]

 解説

 %& D，  &$ E，  $% F�とする．

△$%&�は鋭角三角形であるから　 !��D �E �F ， !��E �F �D ， !��F �D �E �が成り立つ�
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の���つの式の右辺はいずれも正であり，これらを満たす正の数�[，\，]�が存在する．

ここで，直交する���辺の長さが�[，\，]�である直方体を作

ると　  ��[ �\ �D

　　　  ��\ �] �E

　　　  ��] �[ �F

が成り立ち，右の図のように直方体に内接する四面体は，

すべての面が�△$%&�と合同である．

したがって，各面すべてが与えられた鋭角三角形と合同な四面体は存在する．


